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3 月 11 日、未曾有の災害となった東日本大震災から 1 年を迎えました。 
東日本大震災でお亡くなりなられた方々と被災された皆様

方に対し、心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。 
この間、皆さん一人ひとりがこの震災復興に対して何が出

来るのか、自問自答し、行動されたことと思います。 
先日、私も気仙沼市でボランティア活動や視察をしてきま

した。 

現地で、被災者の方と膝をつきあわせてお話を聞き、深い
絶望や悲しみに触れていると、何もすることの出来ない自分

は、被災者の方の気持ちに寄り添うことが大切なのだと分か
りました。 

私はこの気持ちを忘れずに、家族・地域・仲間の絆、そして日本人の絆を大切にして頑張
らなければと決意を新たにしました。 

今回の通信は、2・3 月議会の一般質問、議案質疑の内容と 3 カ月の活動報告を中心に報
告させていただきます。詳しい議会の状況、活動報告は、ホームページに、掲載しています
ので、http://www.m-ohtsuka.com/又は大塚正俊オフィシャルサイトで検索して下さい。 

 

■2・3 月定例市議会で決まったこと。【抜粋】 

◆平成 23年度一般会計補正予算 

  ・鶴居・大幡・下郷小学校校舎、山移小学校体育館、本耶馬渓中学校校舎、山国中学校

体育館の耐震化とトイレ等老朽化改修 

  ・小楠コミュニティーセンター（仮称）建設工事 

  ・大貞総合運動公園整備事業（土地購入）面積＝6,183㎡ 

 ◆平成 23年度国民健康保険事業特別会計補正予算 

  ・歳入不足に対する一般会計繰入金の増 5億 3349万 5千円 

 ◆平成 24年度一般会計予算  

・総額 390億 4088万 5千円（前年 394億 1053万 5千円、前年対比 0.9％減） 

・軽自動車のエコカー減税（H24年 4月 2日～2年間の新車登録、軽自動車税全額減免） 

  ・集落支援員活動事業費（各支所に 1名嘱託職員を配置し、集落の状況把握を行う。） 

  ・6 次産業創生事業（地域資源を活かした商品開発等に対する支援を行う。） 

  ・あさり資源回復推進事業（アサリ養殖により中津干潟でのアサリ資源の回復を図る。） 

  ・サイクリングロード沿線等整備事業（案内看板やベンチ、モニュメントを設置） 

  ・やかた地区交流拠点施設整備（やかた田舎の学校駐車場整備、フェンス設置工事） 

  ・南部小学校プール改築、城北中学校校舎増設工事、中津中学校体育館改築工事 

  ・北部・豊田・小楠・如水・今津小学校耐震補強、トイレ等老朽化改修の実施設計委託 
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2・3月定例市議会（2月 23日～3 月 23日）の概要 

■一般質問では、以下の項目について執行部の考えを質しました。 

１．第 2 期行財政改革 5ヶ年計画（案）の財政推計の見通しについて 

≪質問≫中津市では、平成 17年 3月 1日の合併以降、「行財政改革 5 ヶ年計画」により行

財政改革を推進してきました。しかし、平成 22 年度より国民健康保険事業の財政悪化

により、国の地方交付税で措置される一般会計繰出金の基準を超過する繰入をするなど、

市の財政健全化における新たな課題も出てきました。 

そこで、現在策定が進められている第２期行財政改革5ヶ年計画（案）の財政推計に

おいて、国からの地方交付税（普通交付税）は、合併優遇措置の10年が切れる平成27年

度から段階的に縮減され平成32年度からは一本算定（通常算定）となったときに、どの

程度削減されるのか。 

【執行部答弁】 

平成 22年度決算における合併算定替えの額は約 114億 8,600万円で、一本算定の額は

約 94 億 7,400万円となっており、推計すると約 20億円削減されます。 

 

≪質問≫平成 22 年度末の一般会計の地方債現在高（借金残高）

は約 449億円となっているが、平成 27年度末及び平成 32年度

末の額はいくらか。 

【執行部答弁】 

地方債残高は平成27年度末で430億600万円、平成32年度    

は342億600万円と減少します。 

 

≪質問≫地方債現在高（借金残高）を増やさないためには、起債の発行（新たな借金）の

基本的な考え方として、将来的な財政負担を増やさないために毎年度の元金償還額（借

金返済額）を上回らない起債の発行（新たな借金）に努めるべきと考えるが、平成27年

度、平成32年度の起債の発行額と元金償還額はいくらか。 

【執行部答弁】 

平成27年度起債発行額は32億円、元金償還額は50億円、平

成32年度起債発行額は32億円、元金償還額は44億円を見込ん

でおり、地方債現在高（借金残高）を減らすようにしていま

す。（グラフの単位；百万円） 

 

２．国民健康保険事業の健全化に向けて 

（１）国民健康保険税率改定の基本的な考え方について 

≪質問≫今、国民健康保険事業は、基金が枯渇し、一般会計からの多額の繰入金に頼らな

ければ運営できない非常に厳しい財政運営を強いられています。平成23年度は、約5億1

千百万円、平成24年度は約5億7千百万円、平成25年度は約5億8千2百万円の歳入不足が見

込まれる状況です。そのような中、今議会で、歳入不足額の2分の1を一般会計で補てん

し、残りを保険税の引上げ（旧中津市においては８年ぶり）で補う条例、予算を可決し

ましたが、国民健康保険税率の改定の今後の考え方は、 
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【執行部答弁】 

平成26年度の後期高齢者医療制度の見直しの動向を踏まえるとともに、単年度収支の状

況を精査し、保険給付費等の状況を踏まえながら、２年に一度の定期的な保険税の改定に

努めていきたいと思います。 

 

≪質問≫今後は、医療費などの伸びに見合った保険税を賦課（課税）することが原則では、 

【執行部答弁】 

医療費などの伸び等から、見込まれる歳入不足については保険税にて補うべきであると

考えています。 

そのため、今後は、保険給付費、後期高齢者支援金及び介護納付金等の伸びを精査しつ

つ、かかる費用がそれぞれの保険税にて財源確保出来るように、財政の健全化に向け努力

していきたいと考えています。 

 

■議案質疑では、以下の項目について執行部の考えを質しました。 

１．下郷小学校の耐震補強等の大規模改修について 

≪質問≫下郷小学校の大規模改修（約 1億円）を実施する前提として、耶馬渓町内の小学

校の統廃合の方針を早期に決定すべきでは。仮に廃校となった場合に無駄な投資となる

ため耐震補強に止める考え方は、 

【執行部答弁】学校施設の耐震化につきましては、平成 27 年度の耐震化完了を目標として

おり、急ピッチで耐震化工事を進めておりますが、耐震化と併せてトイレ等老朽部分に

ついても改修する方針です。 

※文教経済委員会では、「平成 25 年 4 月を目途に 2 校に統合する案を検討し、早急に保護

者など関係者に提示すること。」等の附帯決議を採択しました。 

 

２．太陽光発電システム設置補助金について 

≪質問≫補助制度の内容と予定件数。国も再生可能エネルギー

を推進している中で、特別交付税で措置することとなっており、

申込みが予算を超えた場合は補正予算等で増額する考え方は、 

【執行部答弁】 

制度内容として太陽電池モジュール公称最大出力１ｋｗ当たり 3万円で、上限を 8 万円

として、約 250件分の予算を計上しています。 

  年度途中で予算額に到達することも予想されますが、これまでの３年間は予算の範囲を

超えた場合は受付を停止してきた経過もあり、年度途中で件数の追加を行うことは、公平

性に欠けることになるので、追加募集を行う予定はありません。 

 

■会派視察（仙台市、気仙沼市、1 月 25 日～27 日） 

気仙沼市では、地元市議より復興の現状と今後の進め方の説明

を受けました。 

気仙沼市では、昨年 10 月に気仙沼市震災復興計画を策定し、

議員自ら地元で説明会を開催し、今後は、本計画に沿って復興を

進めていくとのことです。 牛ふんの片付け作業を終わって 
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　月　日 曜日 活　　　　動　　　　内　　　　容
1月6日 （金） 中津商工会議所「新年賀詞交歓会」
1月8日 （日） さよなら原発“1000万人署名”in成人式

1月15日 （日） 新大塚町自治会総会
1月19日 （木） 市議会政策研究会設立総会
1月22日 （日） 「米軍基地の整理・縮小」等を実現する日出生台集会
1月23日 （月） 北部校区自治委員新年互例会
1月25日 （水） 会派先進地視察（仙台市、気仙沼市、27日まで）
1月27日 （金） 連合中津地協新春旗開き
2月4日 （土） 元内閣総理大臣村山富市さんの米寿を祝う会
2月6日 （火） 2012年度地方財政セミナー（7日まで）

2月10日 （金） 新大塚自治会と市長との意見交換会
2月11日 （土） 新大塚町“どんど焼き”
2月14日 （火） 中津清掃に学ぶ会「北部小のトイレ清掃」
2月15日 （水） 議会内「学びの里づくり研究会」
2月16日 （木） 議会内「企業誘致及び地域活性化調査研究会」
2月17日 （金） 米山自治会と市長との意見交換会
2月18日 （土） NPO法人なかつ耶馬渓活き域きネット総会
2月19日 （日） 消防団車庫・詰所の完成お披露目式
2月21日 （火） 議会内「6次産業推進研究会」「中心市街地活性化研究会」
2月22日 （水） 中津市職員労働組合臨時大会
2月23日 （木） 3月定例市議会開会、市政対策会議
2月24日 （金） 沖代寄り合い所“すずめの家”視察
2月26日 （日） 東の谷のひなまつり （フィナーレイベント）
2月28日 （火） TPPの幻影と真実に関する講演会
2月29日 （水） 3月定例市議会、議案質疑
3月1日 （木） 3月定例市議会、議案質疑
3月2日 （金） 城北中学校卒業式
3月4日 （日） やまひこリバーラインマラソン大会
3月5日 （月） 3月定例市議会、常任委員会（総務消防、文教経済）
3月6日 （火） 3月定例市議会、常任委員会（厚生、施設）
3月9日 （金） 3月定例市議会、委員長報告、質疑、討論、採決

3月11日 （日） 3・11防災キャラバン
3月13日 （火） 3月定例市議会、一般質問
3月14日 （水） 3月定例市議会、一般質問
3月15日 （木） 3月定例市議会、一般質問
3月17日 （土） 耶馬溪にっぽん酒をつくる会inいいちこ工場見学
3月19日 （月） 3月議会自由討論、市職員退職者激励会
3月21日 （水） 中津市職員労働組合と中津水道労統合記念式典
3月22日 （木） 北部小学校卒業式
3月23日 （金） 3月定例市議会、最終日
3月24日 （土） 新大塚町平成会総会
3月28日 （水） 会派先進地視察（29日まで萩市、長門市）
3月31日 （土） 中津日田道路開通式

今回の視察では、気仙沼市の津波被害の甚大さから、常日頃からの防災訓練と防災意識

の高揚、継続性の必要性を痛切に感じました。 

また、復興協会の紹介で牛舎の牛ふんの片付け作業を行いました。80 歳の飼い主の夫

は、震災後にお亡くなりになり、現在仮設住宅に住んでいるそうです。一人では牛の世話

ができないため、ボランティアを要請したそうです。 

牛の「ふくちゃん」は、津波が鼻の下まで来て、手綱を

振り切って丘まで逃げてきたそうです。3 月に、子牛が生

まれたそうです。 

 

■東日本大震災で発生したガレキの受け入れについて 

（千木良市議への答弁） 

市は「ガレキについて何か手助けをしたいとは思ってい

るが、焼却施設、埋立て処分場の処理能力に余力がないの

で現時点では受入れができない。」と答弁しました。 

 

 

 

 

■活動日誌 主な活動の一部をご紹介します。 

■大塚正俊プロフィール 
・昭和 37 年 2月 22日中津市新大
塚町生まれ 50 歳 北部幼稚園、
北部小学校、中津中学校、中津南
高を経て、日本大学理工学部を卒
業。昭和 61 年中津市役所に入職。
下水道課、生活環境課、都市計画
課、建築課、人権啓発推進課、耕
地課、まちづくり推進室に勤務
し、平成 23年 1 月市役所を退職。 
・平成 23 年 4 月の中津市議会議
員選挙において、1844 票を頂き 5
位で初当選。現在 1期目。総務消
防委員会、議会運営委員会、会派
「新生・市民クラブ」に所属 

◆活動報告は、ホームページに、
詳しく掲載しています。 
http://www.m-ohtsuka.com/ 
又は大塚正俊ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄで検索

して下さい。 

地元で“どんど焼き”をしました。 

 

山積みされたガレキ【気仙沼市】 

http://www.m-ohtsuka.com/

